
 

 

 

 

生まれたての法人と共に成長 
あきたで活きる～秋田の地域資源を活用し、秋田で暮らし、秋田を活かす取組～ 

 

 

 

 

●ねぎの調製作業を行う従業員の皆さん 
 

▶ 法人の新たなチャレンジ 

ねぎを出荷する際は、これまで市

販の結束テープを使用していました

が、令和４年に従業員が考案したひ

よこのキャラクターが目を引く結束テ

ープを導入したところ、一目で同社の

ねぎと認知してもらえるようになりま

した。成田代表は、「地域のたい肥や

三陸産生牡蠣殻を利用した土づくり

など、環境にやさしい農業、おいしい

ねぎ作りに努力している。今後も品

質や味に責任感を持ち、自信を持っ

て販売していきたい。若手には、経

営にも関わるような人材に育って欲

しい。」と意気込みを語ってくれまし

た。 

 

 
 
 
 
 
 

 

●トレードマークのひよこがあしらわれたねぎ

の結束テープ 

 

▶ 就農のきっかけ 

高田翔太さん（能代市出身）は、実

家が農家で、米や野菜を栽培していた

ため、子供のときから農業に関心があ

り、能代松陽高校を卒業後に地元 JA

に就職しました。仕事を通じて農家と接

するうちに自身でも作物を作ってみた

いと思うようになり、JA を退職後、令和

２年４月、「こっこちゃんファーム」に入

社しました。 

成田千尋さん（三種町出身）は、非

農家出身ですが、作物を育てることに

興味があり、旧能代西高(現能代科学

技術高)生物資源科を卒業後、地元種

苗会社に就職しました。しかし、農業へ

の思いがあり、以前から面識のあった

成田代表の勧めで、就農前に能代市

農業技術センターで２年間の研修を経

て、令和５年４月、同法人に入社しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●ねぎ収穫機の上で選別作業を行う千尋さん 

▶ これからの自分たち 

高田さんは、主にねぎのほ場管理

や出荷作業などを任されていますが、

得意分野は、ほ場での機械操作や薬

剤散布などです。「これからはねぎだ

けでなく、他の農作物の栽培にも関わ

りながら、どんな場面でも的確に対処

できる技術を身につけたい。一緒に成

長し、励まし合える若い農業者がもっ

と増えて欲しい。」と話します。 

 

 

 

 

 

 
 

●ハウス内で均平作業を行う高田さん 

 

千尋さんは、高田さんと同じく、ねぎ

のほ場管理や出荷作業を担当してい

ます。「就農一年目の今年は、ほ場に

たくさん足を運び、いろんな農作物の

栽培に関わってみたい。自分なりに勉

強し、農作物の知識や技術を身につ

け、今後は特にオクラの栽培に取り組

んでみたい。」と話します。 

三種町にある「こっこちゃんファーム」は、秋田県園芸メガ団地の一つで、令和２年１月に設立したねぎ栽培に取り組む農業法人
です。ねぎ栽培初心者の従業員たちが、「ひよこ」と同じ様に一から成長していくという思いを込めて、「こっこちゃん」と命名しまし
た。法人と共に成長する２名の若手就農者からお話をお聞きしました。 

●良き先輩の成田圭吾さん（左）、高田翔太さん（中央）、成田千尋さん（右） 

 
東北農政局秋田県拠点 

令和５年４月 

発行：東北農政局秋田県拠点地方参事官室 TEL 018-862-5611 

株式会社 こっこちゃんファーム 

（山本郡三種町） 

代表取締役 成田 昇 

経営概況 
経営面積｜田 20ha  

畑 13.2ha 

作    物｜水稲、ねぎ、枝豆種子、そば、さつまいも等 

構 成 員｜役員３名、社員５名、臨時雇用８名 

販 売 先｜JA、地元スーパー等 

●成田代表取締役 


